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平成 23 年新春レポート 

 

＜ 2011 年の展望と課題 ＞ 



はじめに 

 

昨年、約 50 年ぶりの政権交代に、多くの国民は期待と不安を持って新しい年を迎えた。

政権交代によっていくつかの情報公開、政策転換が達成されたが、普天間移設、高速道路無

料化、脱ダムなど軌道修正を余儀なくされた政策もあり難しい問題に直面している。 

 

経済面では、2010 年前半にはエコカー、省エネ家電のエコポイントなど積極的な消費刺激

策や、アジア向け輸出の好調に支えられて堅調に推移したが、後半は補助金制度の期限切れ、

円高の進展などからやや息切れ感が出てきている。ポストエコポイントの対応策が喫緊の課

題になっている。 

 

一方、企業サイドでは、急速に変化する経営環境を背景として、エネルギー、環境ビジネ

スなど新分野への展開を積極的に進めている。企業は、海外に需要を求め海外進出強化を強

めた年でもあった。また、成長と生き残りをかけ、企業連携や統合が大きく進み始めている。 

 

昨年は、「危機を乗り切った後に“あるべき姿、ありたい姿”について考える年にしたい」

と書いた。今年は、自社の羅針盤を定め、新しい海に乗り出す年にしたい。 

恒例の新春レポートは、そのような視点で、2010 年を振り返り、今年の課題や展望について

まとめた。 

 

１．エコポイント効果とポストエコポイント対策 

 

2010 年 10 月までの省エネ家電購入補助金は、2009 年 7 月からの 16 ヶ月間で 2,602 万件の申請

があり、3,535 億ポイントが発行された。2010 年度分だけでは 1,072 億ポイントとなった。また、

エコカー補助金は、5,837 億円の補助金が投入された。エコカーと省エネ家電をあわせて 1兆円近

い資金が投入され個人消費を 0.3 ポイント程度押し上げたことになる。 

 

住宅版エコポイントは、3 月からスタートして、11 月までの累計で、33.6 万戸（エコ新築 13.8

万戸、エコリフォーム 19.8 万戸）の申請があり、ポイント発行数は 440 億ポイントとなっている。 

 

家電や自動車に比べて、限定された予算ではあったが、積極的に取り組んだ事業者は、リフォ

ームの受注拡大につなげている。新築も 10 月以

降、申請が急伸している。 

 

住宅エコポイントは、着工期限が 2011 年 12

月 31 日まで延期、対象商品も拡充された。 

1 月から窓、屋根、外壁、などの断熱改修工事

に加えて、太陽熱利用システム、節水型トイレ、

高断熱浴槽（いずれも 20,000 ポイント）に対し

てエコポイントが加算される。 

 

補助金政策の善し悪しは別にして、経営者は、

施策の動向に関心をもち、ビジネスチャンスと捉えて、新しい分野に取り組む貪欲な姿勢が求め

られる。 
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住宅エコポイントの申請戸数とポイント発行累計
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２．生活者のトレンド 価格から価値へ、供給者の提案力が勝負 

 

生活者の消費行動や購買行動が変わりつつある。安さを追い求めるだけのデフレ消費から

の脱却を志向する生活者が、浮き彫りになっている。 

 

 

 

 

 

2010 年のヒット商品

番付（日経ＭＪより転

載）は、横綱に「スマ

ートフォン」と「羽田

国際空港」が並んだ。

昨年、三役に入った「激

安ジーンズ」「餃子の王

将」など低価格代表商

品は陰を潜め、生活ス

タイルに変化をもたら

しそうなデジタル商品

や、天高く伸び続ける

「東京スカイツリー」

のように、常識を覆す

「天井破り(ブレーク

スルー)」型商品が目立

っている。但し、全国

的に大ブレークした商

品は少なく、生活者の

消費の多様化をうかが

わせた。 

 

節約志向にも疲れ、

家計の工夫もできるよ

うになってきた生活者

は、いま、身近なとこ

ろから新しい感動や豊

かさを探し始めている。

供給側のモノ・サービ

スの提案力が、より問

われる時代となる。 
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３．再び消費への関心を取り戻し始めている生活者 

 
博報堂は「2010 年消費にかかわる生活者調査」の結果を公表している。 
生活状況は、経済・政治・環境・情報・格差など、引き続き様々な社会不安をはらんでいるが、

本調査では「生活に少しゆとりや余裕が出てきた（09 年：10.6%⇒10 年：17.0%）」「価格をあ

まり気にしなくなった（09 年：8.7%⇒10 年：15.6%）」など、すべての項目で前向きな回復傾

向を示している。生活者は、デフレという環境に適応して、家計収支を工夫しながら、再び消

費への関心を取り戻し始めている。 
 
 

:非常に増えた

:増えた

:どちらともいえない

:減った

:非常に減った

凡例

調査設計 

・調査地域：首都圏、関西圏・調査対象：15-69 歳男女計 648 名 （男性 32４名、女性 32４名） 

・実施期間：2010 年 10 月 30 日～11 月１1 日・実施方法：博報堂Ｈｉ-Ｐａｎｅｌ調査（インターネッ

ト調査）
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 ①　生活しに少しゆとりや余裕が出てきた
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③　経済や消費に明るい兆しが見えだした
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⑤　高額品を買うことに抵抗感が少なくなった
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②　節約する度合いが減った
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④　価格をあまり気にしなくなった
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⑥　低価格を訴えた商品やサービスに魅力を感じなくなった
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⑦　欲しいと思う商品やサービスが増えた
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４．新設住宅着工戸数、2010 年度は 80 万戸台に回復か 

 
■新設住宅着工戸数の動向 
2010 年度の住宅着工戸数は、10 月までの公表結果から推測して、80 万戸前後になると考えら

れる。リーマンショック以降、貸家、マンションを中心として総崩れの状態であったが、2009
年度下期から回復基調が明確になった。2010 年度は、多少中だるみ感はあったが、概ね堅調に

推移している。（図１） 
 
4 月～10 月までの累計でみると、新設住宅総数はプラス 6.2％、持家はプラス 7.8％、貸家はマ

イナス 4.5％、分譲系はプラス 27.6％となった。（表１） 
特に、夏以降分譲マンションが大きく回復して、デベロッパーも積極投資に向かっている。 
 
エリア別に見ると、北海道と首都圏が二ケタ増、四国エリアを除く 9 エリアが全て前年同期比

プラスになっている。 
持家着工に限ってみると、北陸、東海、中四国、九州エリアで好調、戸建分譲は首都圏、東海

で急進、分譲マンションは、首都圏のほか地方でも広がっている。一方貸家は、苦戦が続いて

いるが北海道、中国でプラスに転じている。 
 
持家系需要は、長期優良住宅の金利優遇や住宅ローン減税の拡充、贈与税の非課税枠の拡大な

ど持家刺激策が功を奏し、雇用環境の回復も後押したものと考えられる。但し、9 月、10 月と

伸び率は減少に転じており先行き不透明感が残る。 
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新設着工戸数の前年比推移
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計 新設持家

貸家 マンション

戸建分譲 プレハブ持家

持家 貸家 分譲 マンション 戸建分譲

全国計 106.2% 107.8% 95.5% 127.6% 141.4% 122.9%

北海道 111.5% 107.2% 112.8% 125.5% 160.7% 104.8%

東北 101.4% 104.0% 89.0% 149.1% 235.7% 117.6%

関東 101.1% 106.8% 86.8% 127.4% 163.0% 122.3%

首都圏 111.1% 106.9% 98.4% 137.3% 156.3% 134.1%

北陸 104.5% 110.4% 91.6% 160.2% 252.2% 120.0%

東海 103.1% 111.3% 83.7% 126.3% 139.6% 123.4%

近畿 104.8% 106.3% 99.4% 112.1% 123.2% 107.9%

中国 106.8% 108.6% 103.7% 136.7% 163.7% 109.2%

四国 98.6% 111.4% 79.3% 97.0% 70.9% 109.4%

九州 102.6% 108.8% 97.1% 110.7% 94.8% 118.4%

利用関係別対前年伸び率（4月～10月）
総数

図１．利用関係別新設住宅着工戸数の対前年伸び率 

表１．地域別新設住宅着工戸数の対前年伸び率 

出典：新設住宅着工統計 

（国土交通省） 



■2011 年度の見通し 
 

2011 年度は、住宅エコポイント制度や長期優良住宅促進税制の 2011 年度末までの延長によ

って、持家、分譲住宅の需要は堅調と予測されるが、高額所得層の増税などを考えると大きな

伸びは見込めない。2011 年度の新設着工戸数は、3％前後のプラスで 83 万戸前後と予測され

る。 
 
プラス要因として、住宅版エコポイントなど住宅取得にかかわる優遇制度の延長、子ども手当

ての増額、企業業績の好転による雇用や所得の増額による消費者意欲の増大。 
団塊世代が 65 歳人口に突入し、同居世代が増える、または、終の棲家への建て替え需要の増

加などが期待される。 
 
反面、マイナス要因としては、上海万博後の中国経済の失速、米国の財政状況の悪化などによ

る長期金利の上昇、その影響による国内景気の足踏み感などが考えられる。なにより、政権の

安定化が遅れることによる国民の閉塞感の拡大が危惧される。 
 
いずれにしても、現在の新設着工戸数は人口比 0.6％（80 万戸÷12,700 万人）の発生率であり、

欧米並みの水準（米国 0.6％、ドイツ 0.4％、英国 0.3％）だ。この水準で利益の出る経営モデ

ルを構築することが肝要だ。 
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住宅着工戸数の推移予測

312 311 287 307 300

431 445
311 300 320

160 107

95 113 120

123 165

67 87 90

0

200

400

600

800

1,000

1,200

2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度

千

分譲マンション

戸建て分譲

貸家

持家

1,036 1,039

775 806 830

単位：千戸

予測

出典：新設住宅着工統計（国土交通省）  

推計は独自推計 

◆新設住宅着工戸数の実績と予測 （単位：戸数）

2007年度 2008年度 2009年度
2010年
4～10月

2010年度 伸び率 2011年度 伸び率

新設着工戸数 1,035,598 1,039,180 775,277 106.2% 806,200 104.0% 830,000 103.0%

持家 311,800 310,664 286,993 107.8% 307,000 107.0% 300,000 97.7%

　内プレハブ 56,724 55,317 51,819 106.3% 55,800 107.7% 55,000 98.6%

貸家 430,855 444,747 311,463 95.5% 300,000 96.3% 320,000 106.7%

戸建て分譲 159,694 106,619 95,294 122.9% 112,500 118.1% 120,000 106.7%

分譲マンション 122,938 164,623 67,382 141.4% 86,700 128.7% 90,000 103.8%

推計伸び率実績



 

５．住宅会社の動向 受注は上向いているが… 

大手住宅会社の 2011 年期中間決算は、大きく好転した。主要 8 社平均で、売上げは 5.1％増

加

ホームが二ケタの売上増を実現した。都市部に強い住宅会

。 

注拡大の決め手は、魅力ある新商品の販売である。その点では、10 月発売した積水ハウスの

新設着工戸数の伸び率より低く、必ずしも大手住宅会社の

最近、積水ハウス、大和ハウス、住友林業、パナホーム、セキスイハイムと住宅会社各社は、

上

待したい。 

た、今年は、スマートハウ

戸建住宅受注動向は、各社

 

、営業利益は 2.4 倍になった。 
積水ハウス、旭化成ホームズ、三井

社、太陽光やエネファーム（家庭用燃料電池）に積極的に取り組んだ住宅会社が伸ばした。 
一方の出遅れたのは、地方の販売構成が大きいミサワホーム、住友林業、パナホームの 3 社

 
受

50 周年記念商品「ビー・サイエ」は受注動向から推測しても大きく寄与している。 
 

し、全体として 5％の売上増は、但

シェアが高まっているわけではない。長期優良住宅促進税制など有利な環境があったことを考

えると、今一歩といわれても仕方がない。 
 

位から下位まで足並みを揃えたように海外事業への展開を表明している。 
業界横並びではなく、自社の強みを活かした魅力ある商品提案で需要創出に期

 
ま

ス元年といわれ各社先端新商

品の投入を予定している。注

目したい。 
 
 
※

のホームページより作成 
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■主要住宅会社の連結業績（中間決算より作成）　　単位：億円

2010年度 前年比 2009年度 2010年度 前年比 2009年度

2-7月 7,388 110.6% 6,680 264 880.0% 30

通期 14,750 109.0% 13,532 555 -386

中間 8,219 102.2% 8,044 468 120.9%

通期 16,600 103.1% 16,099 850 135.6%

中間 2,081 106.0% 1,964 118 134.1% 88

通期 4,210 105.7% 3,982 240 123.7% 194

中間 1,735 110.0% 1,577 101 246.3% 41

通期 4,130 106.0% 3,897 330 130.4% 253

中間 1,796 106.9% 1,680 53 530.0% 10

通期 3,920 104.1% 3,765 185 135.0% 137

中間 1,697 97.3% 1,744 38 88.4% 43

通期 3,500 99.0% 3,536 85 97.7% 87

中間 1,274 102.2% 1,247 32 200.0% 16

通期 2,700 103.7% 2,604 80 150.9% 53

中間 881 110.5% 797 -31 64.6% -48

通期 2,220 105.8% 2,099 116.7%

中間 25,071 105.6% 23,733 1,043 184.0%

通期 52,030 105.1% 49,514 2,367 236.5% 1,001

※積水ハウスは1月決算、積水化学は住宅カンパニー、旭化成は住宅事業、住友林業は住宅不動産事業のみ

連結売り上げ 営業利益

積水ハウス

積水化学※

大和ハウス

旭化成ホームズ

住友林業※

ミサワホーム

パナホーム

三井ホーム

主要8社計

 
 
 
 387

627

42 36

567

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

戸建住宅の受注動向（前年比）

-20

0

20

40

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

積水ハウス 大和ハウス 住友林業

パナホーム 旭化成ホームズ ミサワホーム

単位：％

34

24

6

7

0

-14
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６．パワービルダーは復活し、タマホームも快進撃を続ける 

 
■快進撃を続けるタマホーム 
全国トップクラスの注文系のタマホームは、順調な受注ベースで進んでいる。10 月の受注も

1,100 戸を超え、７カ月連続での 1,000 戸を超える受注を確保。今期（2011 年５月期）は１

万 4,000 戸の受注が見込まれるなど、過去最高のペースで受注を伸ばしている。 
2010 年 5 月期には、リーマンショックの影響から、1537 億円と創業後初めての減収となっ

たが、積極的な新商品の投入、新たな販売戦略の展開により快進撃を続けている。 
 
◎新商品戦略⇒長期優良住宅対応商品の投入、大安心の家 5 シリーズ（500 万円住宅） 

       ネット住宅の開始 

◎新販売戦略⇒家電量販ヤマダ電気との提携、不動産業者の連携による土地なし客対策 

       総合住宅展示場への出店加速、エキナカショップ「タマちゃんカフェ」 

 
など、顧客接点の多様化、拡大など積極的なマーケティング戦略が功を奏している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
■分譲系パワービルダーも回復 
 一時期、経営不安説が囁かれていたパワービルダーが、再び蘇生して元気だ。最近は、業績

の増益修正を相次いで発表し、株価も上がっている。 

リーマンショック後、販売不振を続けたが、顧客が付きそうだと見るや 400～500 万円もの値引

き販売をして、早めに手持ちの分譲用地を見切売りして身軽になった。土地価格の長期低下傾

向を見通し、更に、安くなった土地の購入に向い、マンション並みの価格で戸建分譲し、業績

を伸ばしている。 

首都圏の戸建て分譲住宅の着工戸数は 4 月から 10 月の累計で 32,600 戸、前年比 134％と伸ば

しており、全国の半数以上を占める。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＪＲ山手線渋谷駅内回りにオープンしたタマちゃんカフェは今年秋までの時限出店 

店内で記名をすると、コーヒー無料券がもらえる。 

■主要パワービルダーの業績（中間決算より作成）　　単位：億円

2010年度 前年比 2009年度 2010年度 前年比 2009年

2-10月 1,546 103.8% 1,490 180 140.7% 128

通期 2,118 94.5% 2,241 238 128.2% 186

4-9月 658 92.6% 711 89 120.0% 74

通期 1,560 115.3% 1,353 195 123.2% 158

5-10月 602 114.1% 527 73 150.8% 49

通期 1,346 117.9% 1,142 150 138.0% 109

2-10月 618 101.5% 609 62 520.9% 12

通期 915 113.3% 808 88 191.1% 46

2010年8月 349 95.4% 365 26 130.2% 20

2011年8月 362 103.8% 349 26 100.9% 26

連結売り上げ 営業利益

一建設

サンヨーハウジング
センター名古屋

飯田産業

東栄住宅

アーネストワン

度



 

 

始まった建築行政の最終工程である瑕疵担保履行法が施行され、

の資力確

の 26,200 社の住宅会社、工務店・ビルダーがこの半年間に施主から直接注文を受けて建

数は 83,600 社あり、元請率は 31.2％となる。というこ

 

 
 
■長期優良住宅制度が浸透 
 

の高いストックを形成し、長く快適に使い、また中古住宅の流通を促進する長期優良住宅

度が浸透し、長期優良住宅認定戸数は、11 月までの累計で 128,310 戸（戸建 125,623 戸、

同 2,687 戸）となった。 
導入効果もあって毎月 9,000 戸ベースで推移しており、新築

務店の取り組みが遅れている。 

 

典：長期優良住宅計画認定の状況報告 

国土交通省）  

ttp://www.mlit.go.jp/report/press/house04_hh_0

0208.html 

 
■資力確保で分かった元請事業者 26,200 社（住宅瑕疵担保責任履行法）

 
2000 年の基準法改正から

多くの工務店が新築市場からの撤退や建築リフォーム業への業態転換を進めた。 
 
国土交通省は、第一回基準日（2009 年から 2010 年 3 月）に新築、引き渡した住宅

保の実態を公表している。この間に引き渡された新築住宅は 45.8 万戸、事業者は、建設業者

26,200 社、宅建事業者は 6,200 社となった。 
こ

築した事業者ということになる。 
事業所統計で見た木造建築工事業者

とは、70％の工務店は新築市場から撤退し、下請け化する状況となっている。 

■資力確保の方法別の販売・建設戸数

保険 供託 併用 計 保険 供託 併用 計 保険 供託 併用 計

宅建＋建設業 建設業者 宅建業者

計 32,130 176 95 32,401 26,059 101 39 26,199 6,071 75

大臣許可 1,483 123 77 1,683 1,039

知事許可 30,647 53 18 30,718 25,020

56 6,202

65 31 1,135 444 58 46 548

36 8 25,064 5,627 17 10 5,654

計 230,827 227,060 - 457,887 169,084 158,144 - 327,228 61,743 68,916 - 130,659

大臣許可 79,951 219,548 - 299,499 51,418 153,104 - 204,522 28,533 66,444 - 94,977

知事許可 150,876 7,512 - 158,388 117,666 5,040 - 122,706 33,210 2,472 - 35,682

計 7.2 1,290.1 14.1 6.5 1,565.8 12.5 10.2 918.9 21.1

大臣許可 53.9 1,784.9 178.0 49.5 2,355.4 180.2 64.3 1,145.6 173.3

知事許可 4.9 141.7 5.2 4.7 140.0 4.9 5.9 145.4 6.3

業者数

数

業者あたり
の戸数

戸

質

制

共

昨年 6 月以降は、優遇金利制度の

戸建て住宅の 25％前後が長期優良住宅に認定されていることになる。プレハブ住宅を中心とし

た大手住宅会社の 60～70％は長期優良住宅と考えられ、工

 
2010 年度も工務店に限定した補助金事業、長期優良住宅普及促進事業（木の家整備普及促進

事業）が実施されており、第一回募集（4 月～12 月）の発行件数は、6,294 戸と 2009 年度よ

り増えている。 
 

 

 
 

出

（

 

h

0
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長期優良住宅計画認定戸数
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７．2011 年の展望と課題 

（１）厳しい経済環境は続く、経営者のリーダーシップが問われる 

 
経済の見

通しを公表した。主要5社の平均は、2010年度の国内総生産（ＧＤＰ）の実質成長率を3.0％、

外需（輸出）依存の日本経済は、不透明な要素が多く不

法人税減税などの方針も出ているが、富裕層の増税による購買力の収縮も危惧される。 
大企業から中小企業までこぞって顧客を求めて海外流出が止まらない。結果として雇用環境

が好転する気配は見当たらない。今年も全体としては厳しい経済環境が続くことを覚悟しな

ければならない。 
 
しかし、経営者は「経済に不況

はあっても、商売に不況はな

い。」ということを心して、自

ら強いリーダーシップをもっ

て次代を切り拓いていくこと

が重要である。 
 

 

 

 

７～９月期の国内総生産（ＧＤＰ）改定値をふまえ、主要シンクタンクは、日本

名目成長率を 0.9％とし、08 年度、09 年度連続したマイナス成長から脱却する。この間投

入した経済対策予算は 100 兆円を超える。 

 

2011 年度の見通しは、実質 1.2％、名目 0.3％と成長が鈍化するとみている。 
グローバル化した世界経済、まして

安定である。米国経済の日本化（長期不況停滞経済）が危惧されるし、中国経済も不安要素

が尽きない。 

日本経済の見通し（5社平均）

▲ 3.7 ▲ 2.4

0.0

▲ 13.6

▲ 9.6

0.9
3.0 1.7

▲ 1.6

4.8

17.3

0.3 1.2 ▲ 0.0

4.4 4.4 5.1

▲ 18.2

▲ 20.0

▲ 10.0

0.0
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20.0

 
 
 名

目

Ｇ
Ｄ

実
質

Ｇ
Ｄ

消
費
支
出

民
間
住
宅

民
間
設
備

輸
出

Ｐ Ｐ 投
資

2009年度実績 2010年度 2011年度

単位：％

 
 
 
 
 
 
 

◆主要シンクタンクの経済見通し　7月～9月のGDP統計を受けての推計　12月10日公表

 
 

予測 名目ＧＤＰ 実質ＧＤＰ 消費支出 民間住宅
資

輸出

2010年度 1.0 2.7 1.7 ▲ 1.2 4.1 18.0野村證券
金融経

民間設備投

2011年度 0.8 2.1 0.9 3.3 7.0 6.7

2010年度 1.1 3.3 2.0 ▲ 1.4 5.2 17.8

2011年度 ▲ 0.5 0.3 ▲ 1.1 4.2 3.4 2.7

2010年度 1.2 3.3 1.6 ▲ 1.5 5.0 18.7

2011年度 0.5 1.4 0.2 7.6 3.9 4.5

2010年度 1.2 3.1 1.8 ▲ 2.0 5.0 19.4

2011年度 0.4 1.0 ▲ 0.1 4.3 3.6 5.8

2010年度 0.2 2.8 1.4 ▲ 1.7 4.8 12.4

0.2 1.1 ▲ 0.1 2.7 4.0 5.8

2009年度実績 ▲ 3.7 ▲ 2.4 0.0 ▲ 18.2 ▲ 13.6 ▲ 9.6

2010年度 0.9 3.0 1.7 ▲ 1.6 4.8 17.3

0.3 1.2 ▲ 0.0 4.4 4.4 5.1

済研究所

日本総研

みずほ総研

三菱総合研究所

5社平均

 
 
 
 
 

2011年度
農林中金

 
 
 2011年度
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（２）期待されるスマートハウス 新商品の投入予定 

エコ住宅が大きな転換期を迎えている。断熱や気密の性能だけで語るエコ住宅の時代は終わ

った。これからは、スマートハウスが台頭する。グループの総力を上げて市場に参入する異業

種の巨人、パナソニックとトヨタ自動車。迎え撃つ住宅会社は、どのようなスマートハウスの

未来を描いているのか…。 
 
新成長戦略の柱になっているグリーンイノベーションの中で、住宅会社各社は昨年から実証

実験をスタート、早ければ今年から市場に投入される。 
スマートハウスは、従来の省エネに加えて、エネルギーを創る（創エネ）、エネルギーためる（蓄

エネ）、エネルギーをコントロールする新しい仕組みであり、住宅単体だけでなく、地域の住宅

や他の社会システムと繋がる仕組みがポイントになっている。 
 
◆省エネ 
建物の更なる断熱化や採光、風の道を考慮した庇や開口部、間取りの工夫、エネルギー効率の

良い家電製品や LED 照明、設備機器の導入によって省エネを図る。 
◆創エネ 
太陽光発電、太陽熱利用、風力発電など自然エネルギーを徹底して活用するほか、エネファー

ム（家庭用燃料電池）によって、エネルギーを自給する。 
◆蓄エネ 
不安定な自然エネルギーを、一旦、家庭用リチウムイオン電池に蓄えて安定した電力として活

用する。また、電力会社の系統電力と、自前で発電した直流系統の電力供給を併用することで、

節電を図ることができる。（現状、多くの家電製品は、交流を直流に変換して使っているため、

電力ロスが発生している） 
◆HEMS（ホームエネルギーマネジメントシステム） 
家庭内のエネルギー消費をモニタリングするほか、最適化を図るだけでなく、インターネット

を通じてのコントロールや見守りサービスなどを実現する。また、将来的には、住宅単体だけ

でなく、一定の地域や都市のエネルギーを最適化するスマートグリッドシステムにも発展させ

ることが指向されている。 
 
住宅会社は続々独自のスマートハウスの実用化発売を計画している。 

積水ハウス：横浜スマートシティプロジェクトでモデルを展示。神奈川限定で販売。 
大和ハウス：エコスマハウスとして、独自のリチウムイオン電池、「Ｄ－ＨＥＭＳ」搭載の

モデルハウスを展開。 
ミサワホーム：フラッグシップモデルを本社研究所内で公開。今年度中に発売開始。 

         
住宅会社だけでなく、電力会社、ガス会社、電機メーカー、情報通信のソフト会社など多様な

業種との連携によって実施されており、ニュ

ービジネスの創出も期待されている。 
 
※ミサワホームフラッグシップモデル 
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0 月 1 日より、公共建築物等木材利用促進法が施行された。公共建築のうち、低層のものは原則

（３）公共建築物等の木材利用促進にビジネスチャンス 

 
1
として木造化される。対象になるのは国・地方公共団体が建築する公共または公用の建築物のほ

か、民間が整備する建築物も対象になる。 
林野庁 ・の省令案では、民間の建築物として学校・社会福祉施設・病院・運動施設・社会教育施設

車両、船舶、航空機などの旅客施設・高速道路の休憩施設を対象として規定している。 

方公共団体ではこの法案を受けて、公共建築

 
地 物の木造化と木質化のために、条例の一部を

改正し、方針に盛り込む作業を開始している。国土交通省官庁営繕部では、法律の成立を受け

て、官 技術的事

項を

 
200 医療、福祉関連の着工建築物は、全国で 9,557 棟、床面積は 660 万㎡とな

って 、

棟数

則木

基本 けでなく、改修工事などでも内装に木質系の建材を推進しており、建材

業者、地域工務店の大きなビジネスチャンスと考えるべきだ。 
 

 

以  上 
 

 
 
 
 
 
 

＊ 都道府県別新設住宅着工戸数の

 
 
 
 
 
 
 

■　

計
建築物の数

床面積の合
計

建築物の数
床面積の合
計

建築物の数
床面積の合
計

（棟） （㎡） （棟） （㎡） （棟） （㎡） （棟） （㎡）

全建築物計 447,449 93,698,257 346,333 44,306,222 441,640 72,392,982 346,331 44,305,815

育、学習支援業用建築物 2,378 2,303,841 693 172,461 2,253 1,405,431 693 172,461

療、福祉用建築物 4,191 3,155,498 1,993 537,647 3,964 1,937,957 1,993 537,647

2,988 1,155,410 612 67,447 2,929 766,053 612 67,447

9,557 6,614,749 3,298 777,555 9,146 4,109,441 3,298 777,555

木造木造
低層（1～3階建）総計

計

庁施設に係る「木造計画・設計基準（仮称）」の制定を予定し、同基準に関する

検討するため、「木造計画・設計基準検討会」を設置する。 

9 年度の教育、

いるが、床面積の構成では三分の二が 3 階建てまでの低層物件。更にこのうち、木造は

では 36％の 3,298 棟、床面積では 19％の 78 万㎡となっている。仮に、これらの建物が「原

造」になれば、需要規模は、3 倍～5 倍になる。 
方針では、新築だ

2009年度新設建築物統計より

建築物の数
床面積の合

計

教

医

公務用建築物

 

 

推定を別紙掲載しております。是非ご覧下さい。 

計
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N 

 

キタケ

環境

天然

企画 ロデュースし、心からご満足いただける住まいづくりをバックアップします 

 

INFORMATIO

イの提供する２つのプライベートブランド 

・ぬくもり・素材をテーマとした各種住宅資材  “ スプロートユニバーサル ”  

木にこだわったフローリングや壁材  “ リラクシングウッド ” 

製造から販売までトータルにプ

                                ｗｗｗ．ｓｐｒｏｕｔ－ｕｎｉｖ．ｃｏｍ      

 
 

                       ｗｗｗ．ｒｅｌａｘｓｓｉｎｇｗｏｏｄ．ｃｏｍ 
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